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高
知
県
土
佐

土
佐
町
の
林
業 

総
面
積 

 
 

２
１
，
２
１
１
ha 

森
林
面
積 

 

１
８
，
６
０
７
ha 

民
有
林 

 
 

１
５
，
５
６
４
ha 

 

１
．
林
業
の
担
い
手
対
策
に
つ
い 

て ●
土
佐
町
は
、
森
林
面
積
が
町
の

全
面
積
の
87
％
を
占
め
、
そ
の
う 

ち
人
工
林
は
82
％
。 

●
林
業
の
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

は
、
林
業
後
継
者
の
育
成
や
応
用

技
術
の
向
上
、
若
者
の
定
住
対
策

と
し
て
平
成
17
年
度
よ
り
町
単
費

で
土
佐
町
林
業
担
い
手
対
策
事
業 

を
導
入
。 

●
林
業
担
い
手
対
策
事
業
は
、
５

年
間
の
継
続
事
業
で
１
年
に
つ
き

３
名
分
、
計
15
名
分
を
予
算
化
し

た
。
１
名
あ
た
り
１
カ
月
５
万
円 

を
支
給
。 

 

２
．
森
林
管
理
に
つ
い
て 

 

林
家
数 

 
 
 

２
６
９
戸 

 

林
業
就
業
者
数 

 

80
人 

 

保
有
山
林
面
積 

９
．
78

ha 

 

●
土
佐
町
で
は
５
ヵ
年
で
２
，
２

７
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
間
伐
を
目
標 

と
し
て
い
る
。 

●
森
の
工
場
と
い
う
事
業
で
団
地

化
を
図
り
、
現
在
５
団
地
で
４
９ 

９
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
施
業
。 

 

香
川
用
水
水
源
の
森
保
全
事
業 

 

早
明
浦
ダ
ム
の
利
水
地
域
の
香

川
県
か
ら
森
林
整
備
の
た
め
、
れ

い
ほ
く
５
町
村
に
３
年
間
で
上
限 

１
億
円
の
補
助
金
が
出
て
い
る
。 

21
年
度
実
績 

・
間
伐
事
業 

 
 
 

２
４
０
ha 

 

 

補
助
金
額 

４
６
５
万
５
千
円 

・
作
業
道
開
設 

７
，
８
５
３
ｍ 

 
 
 

 

補
助
金
額 

２
０
７
万
２
千
円 

             

地
場
材
販
売
事
業 

●
れ
い
ほ
く
ス
ケ
ル
ト
ン
の
モ
デ 

ル
住
宅 

 

嶺
北
地
域
の
ス
ギ
材
を
使
用

し
、
柱
や
梁
桁
の
骨
組
み
を
見
せ

る
構
造
材
を
使
っ
た
モ
デ
ル
住 

宅
。 

 

若
者
定
住
促
進
と
し
て
９
棟
建

て
て
い
る
が
、
今
後
は
高
齢
者
向 

け
の
住
宅
も
考
え
て
い
る
。 

 

環
境
保
全
型
農
畜
産
業
振
興 

●
法
規
制
に
よ
り
、
酪
農
家
の
堆

肥
の
野
積
み
が
で
き
な
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
12
年
に
堆
肥
セ

ン
タ
ー
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ 

た
。 

●
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

は
、
土
佐
町
酪
農
業
協
同
組
合
に

委
託
し
て
お
り
、
人
件
費
は
基
本

的
に
売
り
上
げ
で
賄
う
と
し
て
い

る
が
、
実
際
は
賄
え
切
れ
ず
町
で

１
０
０
〜
２
０
０
万
円
程
度
負
担 

し
て
い
る
。 

●
減
農
薬
等
を
利
用
し
、
環
境
に

配
慮
し
た
取
り
組
み
で
平
成
14
年

に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
取
得
、

環
境
保
全
型
農
業
と
い
う
こ
と

で
、
平
成
18
年
に
は
日
本
農
業
大 

賞
も
受
賞
し
て
い
る
。 

 

土
佐
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー 

１
．
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
概
要 

（
１
）
事
業
主
体 

 

土
佐
町 

（
２
）
竣
工 

平
成
12
年
５
月 

同
年
７
月
堆
肥
の
製
品
化
開
始 

（
３
）
総
事
業
費
４
億
４
千
万
円 

（
４
）
ハ
ザ
カ
式
プ
ラ
ン
ト
導
入 

 

特
徴 

・
発
行
能
力
が
高
く
、
短

期
間
（
25
日
）
で
堆
肥
化
が
可
能 

・
高
温
発
酵
期
間
が
長
く
（
80
度
以

上
で
７
〜
10
日
）
で
完
熟
堆
肥
が 

で
き
る 

 

 

 

 

    ・道外行政調査 

       視察研修報告① 

 

 １１月１４日から１７日にかけて、９名の議

員が道外行政調査視察を行い、第４回定例会に

おいて報告がなされました。 

（掲載内容は報告書を要約したものです） 

 

早明浦ダム 

土佐町議場にて説明を受ける 
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    ・道外行政調査 

       視察研修報告②     

・
家
畜
排
せ
つ
物
以
外
の
あ
ら
ゆ 

る
有
機
物
に
対
応
で
き
る 

・
施
設
が
発
酵
槽
、
撹
拌
機
、
ブ
ロ 

ワ
ー
の
み
で
シ
ン
プ
ル 

（
５
）
管
理
運
営 

・
土
佐
町
酪
農
業
協
同
組
合
へ
委 

託
し
て
い
る 

（
土
佐
町
酪
農
業
協
同
組
合
職
員 

２
名
が
常
駐
勤
務
） 

・
光
熱
水
費
、
需
用
費
、
修
繕
料
等 

は
行
政
負
担 

２
．
堆
肥
の
製
造
に
つ
い
て 

・
搬
入 

①
原
料
内
訳 

牛
糞
（
97
％
） 

 

そ
の
他
〜
家
庭
の
生
ご
み
等 

②
利
用
農
家
（
和
牛
・
酪
農
） 

12
戸 

約
７
０
０
頭 

③
処
理
料
…
１
５
０
円/

ト
ン 

 

④
生
ご
み
委
託
収
集
戸
数
77
戸
…

週
２
回 

３
．
堆
肥
製
品
の
販
売
に
つ
い
て 

（
１
）
販
売
方
法 

・
バ
ラ
販
売
（
ｔ
当
り
） 

 

 
 

価
格 

 
 

５
，
２
０
０
円 

 

堆
肥
運
搬
料 

１
，
０
０
０
円 

 

 

堆
肥
散
布
料 

１
，
０
０
０
円 

※
散
布
は
「
機
会
銀
行
」
が
農
家
等 

か
ら
受
注
し
て
作
業 

・
袋
詰
め 

『
た
い
ひ
く
ん
』
の
品
名
で
「
Ｊ
Ａ 

土
佐
れ
い
ほ
く
」
が
販
売
す
る
。 

 

４
kg
…
12
Ｌ
入
り
１
５
８
円 

 

13

kg
…
40
Ｌ
入
り
２
９
８
円 

（
２
）
主
な
販
売
先 

 

町
内
の
農
家
（
水
稲
、
露
地
、
施 

設
野
菜
） 

４
．
資
源
循
環
、
環
境
保
全
型
農
業 

の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
の
率
先

利
用
に
よ
り
、
土
づ
く
り
を
行
い
、

安
全
で
安
心
・
お
い
し
い
農
作
物

の
生
産
を
促
進
さ
せ
、
付
加
価
値

を
つ
け
て
他
の
農
作
物
と
の
差
別 

化
を
図
る
。 

 

「
特
別
栽
培
米
」 

良
食
味
米
で
あ
る
「
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
」
に
牛
糞
堆
肥
な
ど
の
有
機
物

等
を
利
用
し
て
栽
培
し
た
米
を

「
Ｊ
Ａ
土
佐
れ
い
ほ
く
」
で
は
特

別
栽
培
米
と
し
て
通
常
米
よ
り
30

キ
ロ
当
た
り
千
円
の
高
値
で
買
い 

取
り
。 

 

【
視
察
調
査
を
終
え
て
の
所
感
】 

 

土
佐
町
は
、
れ
い
ほ
く
材
の
産

地
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
知
ら
れ

る
木
材
の
町
で
あ
る
が
、
林
家
の

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
や
輸
入
材

の
流
通
等
に
よ
り
、
平
成
17
年
か

ら
林
業
後
継
者
の
育
成
及
び
若
者

定
住
対
策
と
し
て
、
林
業
担
い
手

対
策
事
業
を
実
施
し
、
５
年
間
で

12
名
を
雇
用
し
、
若
者
の
定
住
に 

繋
が
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

地
場
材
の
販
売
促
進
の
た
め
に

れ
い
ほ
く
ス
ケ
ル
ト
ン
と
い
う
杉

材
使
っ
た
モ
デ
ル
住
宅
を
建
設

し
、
若
者
の
定
住
促
進
を
は
か
っ

た
り
、
さ
ら
に
公
営
住
宅
や
学
校
、

来
年
度
の
役
場
庁
舎
の
建
て
替
え

に
も
地
元
木
材
を
使
っ
た
り
、
林

業
を
基
幹
産
業
と
す
る
町
だ
け
に

そ
の
取
り
組
み
は
素
晴
ら
し
い
も 

の
が
あ
る
。 

 

山
林
の
形
態
、
材
種
は
土
佐
町

と
は
全
く
異
な
る
が
、
佐
呂
間
町

で
も
地
場
材
の
活
用
、
担
い
手
対

策
、
山
林
の
管
理
等
、
わ
が
町
で
も

で
き
る
限
り
の
林
業
支
援
を
考
え 

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。 

 

堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
ハ
ザ
カ
式

プ
ラ
ン
ト
と
い
う
方
式
で
、
発
酵

菌
は
一
切
な
し
で
25
日
間
で
完
熟 

堆
肥
が
で
き
る
と
の
こ
と
。 

 

 

バ
ラ
売
り
の
堆
肥
を
ト
ン
当
た

り
７
，
２
５
０
円
で
散
布
し
て
い

る
そ
う
で
、
散
布
面
積
は
全
体
で 

35
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。 

 

堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ
た
堆

肥
を
入
れ
た
水
田
か
ら
は
特
別
栽

培
米
と
し
て
30
キ
ロ
当
た
り
千
円

の
差
額
買
取
で
付
加
価
値
を
つ

け
、
他
の
農
産
物
と
差
別
化
を
図

る
な
ど
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥

や
減
農
薬
の
利
用
に
よ
り
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
も
取
得
す

る
等
、
資
源
循
環
型
、
環
境
保
全
型

の
農
業
の
取
り
組
み
を
行
っ
て 

い
る
。 

 

こ
の
ハ
ザ
カ
式
プ
ラ
ン
ト
と
い

う
方
式
は
宮
城
県
の
県
南
衛
生
工

業
の
葉
坂
社
長
が
考
え
た
も
の

で
、
国
内
に
も
何
箇
所
か
ハ
ザ
カ

式
は
あ
る
そ
う
だ
が
、
そ
の
土
地

の
気
候
、
風
土
も
堆
肥
の
発
酵
に

影
響
す
る
と
の
こ
と
で
、
佐
呂
間

町
に
も
こ
の
方
式
に
よ
る
運
用
が

可
能
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
な
る
研 

究
、
検
証
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。 

土佐町 
 

（高知県土佐郡） 

 人口4,436人 

平成2２年９月末 

面積212.11ｋ㎡

スケルトンのモデル住宅 

１３       議会だより ８５号 
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       視察研修報告③ 

◎
彩
り
事
業
に
つ
い
て 

１
．
事
業
の
概
要 

 

昭
和
56
年
に
マ
イ
ナ
ス
13
度

の
寒
波
で
町
の
特
産
物
の
ミ
カ
ン

の
木
が
全
滅
し
、
町
の
経
済
活
動 

が
衰
退
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
地
域
の
資
源
活
用
を

考
え
、
紅
葉
、
柿
、
南
天
等
の
「
葉
っ

ぱ
」
を
料
理
の
「
つ
ま
も
の
」
と
し

て
売
る
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
き
、

様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
「
葉
っ

ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
へ
と
成
長
し
た
。 

 

運
営
は
第
３
セ
ク
タ
ー
方
式

で
、
販
売
額
は
年
間
３
億
円
に
な 

る
。 

２
．
事
業
の
特
徴
と
効
果 

・
生
産
者
は
女
性
や
高
齢
者
が
主

体
で
平
均
年
齢
70
歳
、
最
高
齢
は

98
歳
で
１
９
４
人
が
参
加
し
、
年

収
が
１
千
万
円
を
超
え
納
税
し
て 

い
る
人
も
い
る
。 

・
事
業
は
高
齢
者
福
祉
産
業
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
、
元
気
な
老
人

が
増
え
、
元
気
な
町
へ
変
化
。
そ
の

結
果
、
老
人
医
療
費
は
県
内
で
最

も
少
な
く
、
全
国
平
均
よ
り
20
万 

円
少
な
い
。 

・
農
家
、
農
協
、
㈱
い
ろ
ど
り
の
３

者
が
一
体
と
な
っ
て
運
営
し
て
お

り
、
町
の
防
災
行
政
無
線
を
活
用

し
た
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
シ
ス
テ
ム
の
利

用
、
高
齢
で
も
パ
ソ
コ
ン
が
簡
単

に
操
作
で
き
る
よ
う
に
改
良
し
た 

パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
た
。 

・
毎
日
売
れ
筋
商
品
の
種
類
な
ど

を
確
認
し
市
場
の
情
報
を
提
供

し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
各
農
家
へ
一
斉
に

注
文
情
報
を
発
信
し
、
農
家
は
こ

の
情
報
を
も
と
に
受
注
の
判
断
を

農
協
に
回
答
し
て
い
る
。（
受
注
の

権
利
は
電
話
に
よ
る
早
い
も
の
勝 

ち
と
し
て
い
る
。
） 

・
出
荷
内
容
や
販
売
額
は
、
生
産
者

に
デ
ー
タ
で
送
付
さ
れ
、
競
争
意 

識
が
生
ま
れ
る
。 

・
当
初
は
全
く
売
れ
ず
、
職
員
が
料

亭
に
通
い
「
つ
ま
も
の
」
の
価
値
を

見
出
す
努
力
を
し
、
販
売
網
を
開

拓
し
生
産
・
出
荷
を
可
能
と
し
た
。 

３
．
所
感 

 

上
勝
町
の
「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」

の
成
功
は
、
町
の
活
性
化
だ
け
で

な
く
、
高
齢
者
に
働
く
喜
び
、
生
き

が
い
を
与
え
た
、
先
進
的
な
事
例

で
あ
り
、
海
外
、
全
国
各
地
か
ら
視 

察
者
が
訪
れ
て
い
る
。 

 

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
事
業

開
始
以
来
20
数
年
が
経
過
し
、
試

行
錯
誤
の
積
み
重
ね
そ
し
て
販
路

の
拡
大
な
ど
を
含
め
て
こ
こ
ま
で

「
つ
ま
も
の
」
を
全
国
の
80
％
台

を
維
持
し
て
き
た
が
、
こ
の
事
業

が
こ
の
ま
ま
維
持
で
き
る
か
ど
う

か
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ 

る
。 

 

し
か
し
、
高
齢
者
が
健
康
で
担

い
手
と
し
て
社
会
参
加
し
易
い
環

境
づ
く
り
、
地
域
資
源
を
生
か
し

た
活
用
は
今
後
見
習
う
こ
と
も
必

要
で
あ
る
と
認
識
す
る
と
こ
ろ
で 

あ
る
。 

 

          

 

◎
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
政
策
に 

つ
い
て 

１
．
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
概
要 

・
上
勝
町
は
、
平
成
15
年
９
月
に

「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
」
を 

行
っ
た
。 

「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」
と
は
、
無

駄
、
浪
費
、
ゴ
ミ
を
な
く
す
意
味

で
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
リ
ユ
ー
ス
を
進

め
ゴ
ミ
を
な
く
し
て
い
こ
う
と
い 

う
理
念
で
あ
る
。 

・
こ
の
理
念
の
下
に
、
２
０
２
０
年

ま
で
に
ゴ
ミ
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る

と
い
う
こ
と
で
、
主
旨
は
、
消
費
者

が
不
用
と
な
つ
た
物
は
、
製
造
〜

販
売
〜
消
費
の
流
れ
の
逆
の
ル
ー

ト
で
製
造
者
に
消
費
者
か
ら
有
価

で
回
収
す
る
デ
ポ
ジ
ッ
ト
方
式
の

採
用
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
国

へ
法
制
化
す
る
よ
う
要
望
も
し
て 

い
る
。 

・
町
の
ゴ
ミ
収
集
は
せ
ず
、
住
民
が

町
内
で
１
箇
所
の
日
比
ヶ
谷
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
運
び
34
種
類
に

分
別
さ
れ
た
カ
ゴ
に
入
れ
て
い 

く
。 

・
以
前
は
ご
み
焼
却
を
し
て
い
た

が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
規
制
に
よ
り

焼
却
を
止
め
、
平
成
13
年
よ
り
分

 徳
島
県
上
勝

株式会社「いろどり」にて説明を受ける 
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別
処
理
を
し
て
い
る
。
行
政
や
住

民
が
ゴ
ミ
に
関
心
が
高
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
未
来
の
子
ど
も

達
に
き
れ
い
な
空
気
や
お
い
し
い

水
、
豊
か
な
大
地
を
継
承
す
る
た

め
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
住
民
の 

支
持
を
得
た
。 

             
 
 
 
 

２
．
事
業
の
特
徴
と
効
果 

・
日
比
ケ
谷
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
運
営
は
、
町
か
ら
委
託
さ
れ
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
が
運
営
し
、
こ

こ
に
は
、
リ
ユ
ー
ス
を
進
め
る
「
く

る
く
る
シ
ョ
ッ
プ
」
と
「
く
る
く
る

工
房
」
の
２
施
設
が
併
設
さ
れ
て

お
り
、
こ
ち
ら
の
運
営
も
お
こ 

な
っ
て
い
る
。 

・「
く
る
く
る
シ
ョ
ッ
プ
」
は
衣
類
、

食
器
、
雑
貨
な
ど
の
不
用
品
を
町

民
が
自
由
に
持
ち
込
み
、
陳
列
が

で
き
、
欲
し
い
も
の
に
つ
い
て
は 

無
料
で
持
ち
帰
れ
る
。 

・
「
く
る
く
る
工
房
」
は
、
衣
類
・

布
類
、
布
団
を
打
ち
直
し
た
綿
な

ど
を
使
っ
て
、
町
内
の
女
性
た
ち

が
新
た
な
商
品
を
製
作
、
販
売
し 

て
い
る
。 

・
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
来
れ
な

い
高
齢
者
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

組
織
が
運
搬
を
無
償
で
行
っ
て
い 

る
。 

・
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
緑
の

分
権
改
革
事
業
で
養
豚
農
家
が
排

出
す
る
糞
尿
を
メ
タ
ン
ガ
ス
と
し

て
利
用
す
る
取
り
組
み
を
試
験
的

に
実
施
し
て
お
り
、
今
後
、
実
用
化

を
考
え
実
証
中
の
段
階
と
な
っ
て 

い
ま
す
。 

３
．
所
感 

 

町
内
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
１

ケ
所
に
町
民
が
持
ち
込
む
こ
と

は
、
小
さ
い
町
だ
か
ら
で
き
る
と 

い
う
利
点
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
他

の
町
で
取
り
入
れ
る
こ
と
は
難
し 

い
と
思
わ
れ
る
。 

 

佐
呂
間
町
で
は
、
町
内
に
点
在

す
る
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況

を
考
え
る
と
物
理
的
に
難
し
い

が
、
上
勝
町
の
よ
う
に
町
を
挙
げ

て
の
環
境
問
題
を
提
起
し
取
り
組

ん
だ
こ
と
は
評
価
す
べ
き
も
の
と 

考
え
る
。 

 

◎
廃
校
舎
利
用
に
つ
い
て 

・
用
途
…
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
た
め 

の
賃
貸
事
務
所
及
び
町
営
住
宅 

・
廃
校
理
由
…
過
疎
化
に
よ
る
人 

口
減
少
及
び
地
区
の
児
童
数
減
少 

 
 

廃
校
年 

 

平
成
11
年 

 
 

旧
学
校
名 

福
原
小
学
校 

 
 
 
 

Ｒ
Ｃ
造
り
３
階
建 

１
，
３
２
８
㎡ 

 

改
修
財
源 

地
域
総
合
整
備
事 

業
費
債
、
県
単
独
補
助 

１
．
概
要
と
特
徴 

 

旧
福
原
小
学
校
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
、

Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
の
た
め
の
住
宅

と
貸
事
務
所
と
し
て
有
効
活
用
す 

る
た
め
に
整
備
。 

 

現
在
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
事
務

所
２
社
と
、
そ
の
従
業
員
用
の
住 

宅
が
８
戸
全
て
入
居
。 

 

建
物
の
内
装
材
の
一
部
は
地
元

木
材
の
使
用
と
、
天
井
は
牛
乳

パ
ッ
ク
を
再
利
用
し
た
製
品
を
使

用
、
オ
ー
ル
電
化
シ
ス
テ
ム
で
、
排

水
は
川
に
放
流
せ
ず
、
バ
ク
テ
リ

ア
に
よ
る
汚
水
、
雑
排
水
シ
ス
テ 

ム
で
処
理
を
し
て
い
る
。 

 
住
宅
使
用
料 

 

単
身
世
帯
用 

 

２
万
５
千
円 

 

家
族
用 

 
 
 

３
万
５
千
円 

 

事
務
所
用 

 
 
 
 

５
万
円 

２
．
所
感 

 

次
代
を
担
う
若
者
の
定
住
を
重

点
課
題
と
し
て
、
人
づ
く
り
、
若
者

定
住
、
住
環
境
の
整
備
を
進
め
る

た
め
に
、
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
の

受
け
入
れ
と
し
て
整
備
を
し
て
廃

校
舎
利
用
が
さ
れ
お
り
ま
す
が
、

今
後
さ
ら
に
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
が

増
え
た
場
合
、
新
た
な
住
宅
の
確

保
が
可
能
な
も
の
か
心
配
さ
れ
る 

と
こ
ろ
で
す
。 

 

過
疎
化
と
少
子
化
に
よ
る
学
校

の
統
廃
合
で
閉
校
と
な
っ
た
学
校

施
設
を
ど
う
活
用
す
る
か
大
き
な

課
題
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
活
用

方
法
等
、
全
国
各
地
の
活
用
事
例

を
参
考
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期 

待
す
る
も
の
で
す
。 

 上勝町 
 

（徳島県勝浦郡） 

 人口1,956人 

平成2２年10月末 

面積109.68ｋ㎡

日比ヶ谷ごみステーション 

廃校舎を活用した複合住宅 
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議会だより ８５号       １６ 

常 

任 

委 

員 

会 

で 

現 

地 

調 

査 

を 

実 

施 

ふ
れ
あ
い
バ
ス
が
並
ぶ
車
庫 

 

12
月
１
日
、
総
務
福
祉
常
任
委

員
会
終
了
後
、
現
地
調
査
を
実
施 

し
ま
し
た
。 

現
地
調
査
箇
所 

・
ふ
れ
あ
い
バ
ス
及
び
バ
ス
タ
ー 

 

 

ミ
ナ
ル 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
愛
の 

 

園
」 

・
若
佐
歯
科
診
療
所 

・
辺
地
共
聴
施
設 

（
ト
カ
ロ
チ
テ
レ
ビ
組
合
） 

 

平
成
22
年
度
予
算
に
か
か
る
事

業
執
行
状
況
を
主
眼
に
現
地
調
査

を
実
施
し
、
い
ず
れ
の
施
設
も
計

画
通
り
に
工
事
が
実
施
さ
れ
利
便

性
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
と
確 

認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
そ
れ

ぞ
れ
優
先
度
を
勘
案
し
な
が
ら
計

画
的
な
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
施
設
の
良
好
な
状

態
を
維
持
し
、
適
切
な
修
繕
に
よ

り
、
経
費
の
縮
減
に
努
め
る
こ
と 

が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

移
転
と
な
っ
た
若
佐
歯
科
診
療
所 

内
装
も
改
修
さ
れ
た
歯
科
診
療
所 

地デジ化されたトカロチのＴＶ中継局 

改
修
さ
れ
た
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル 

10
床
増
床
と
な
っ
た
特
養 
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12
月
２
日
、
産
業
文
教
常
任
委

員
会
終
了
後
、
現
地
調
査
を
実
施 

し
ま
し
た
。 

現
地
調
査
箇
所 

・
総
合
体
育
館 

・
地
場
産
品
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー 

・
佐
呂
間
小
学
校
（
駐
車
場
） 

・
悠
林
館 

・
佐
呂
間
高
校
裏
通
り
道
路 

・
除
雪
機
械
購
入
事
業 

 

平
成
22
年
度
予
算
に
か
か
る
事

業
執
行
状
況
を
主
眼
に
調
査
を
し

い
ず
れ
の
施
設
も
計
画
通
り
に
実 

施
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 
 

地
場
産
品
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー 

ス
ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た 

町
総
合
体
育
館 

舗
装
と
な
っ
た 

佐
呂
間
高
校
裏
通
り
道
路 

身
障
者
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
た 

 
 
 
 
 
 
 

町
総
合
体
育
館 

舗
装
と
な
り
使
い
や
す
く
な
っ
た 

佐
呂
間
小
学
校
駐
車
場 

木
部
塗
装
を
行
な
っ
た
悠
林
館 

新
規
購
入
し
た
除
雪
ド
ー
ザ 


